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６
月
27
日
、「
ま
い
ば
ら
女
子
会
」
が
、

近
江
公
民
館
で
防
災
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
今
回
は
、
米
原
消
防

署
の
清
水
さ
ん
と
鍔
田
さ
ん
を
講
師
に
、

地
震
対
策
の
た
め
の
家
具
の
固
定
方
法
や

非
常
持
ち
出
し
グ
ッ
ズ
の
選
び
方
な
ど
、

基
礎
的
な
知
識
に
実
践
的
な
手
法
を
交
え

て
学
習
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
数
々
の
災
害
現
場
で
救
援
活
動

を
行
っ
て
き
た
清
水
さ
ん
か
ら
は
、
現
場

に
漂
う
悪
臭
、
人
々
を
惑
わ
す
デ
マ
情
報
、

女
性
に
対
す
る
暴
行
と
い
っ
た
治
安
の
悪

化
な
ど
、
生
々
し
い
被
災
地
の
実
情
と
と

も
に
、
女
性
が
避
難
所
運
営
の
ス
タ
ッ
フ

に
入
っ
て
細
や
か
な
目
配
り
を
す
る
こ
と

の
必
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
「
自

助
70
％
・
共
助
20
％
・
公
助
10
％
」
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
子
育
て
や
家

事
な
ど
で
日
中
に
家
に
い
る
割
合
の
高
い

女
性
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
ど
う
対
応
す

れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
点
で
話
し
が
進
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
・
・
・

●
床
下
浸
水
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
自
分

が
ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

●
地
域
に
自
主
防
災
組
織
が
あ
っ
て
も
男

性
中
心
に
な
り
が
ち
で
、
詳
し
く
知
ら

な
い
。
情
報
が
全
体
に
浸
透
し
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。

●
各
避
難
所
に
簡
易
ト
イ
レ
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

●
水
が
不
足
す
る
避
難
所
に
赤
ち
ゃ
ん
用

の
粉
ミ
ル
ク
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
聞
い
た
。

な
ど
、
む
し
ろ
様
々
な
課
題
や
疑
問
な
ど

が
浮
き
彫
り
に
。

ま
い
ば
ら
女
子
会

で
は
、
引
き
続
き
こ

う
い
っ
た
課
題
に
つ

い
て
女
性
目
線
で
話

し
合
い
、
具
体
的
に

提
案
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。
女
子
会
は

女
性
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
輪
に
加
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

次回の「まいばら女子会」は…
7月25日(水)13時30分 近江公民館にて
まいばら女子会は、まちづくりの様々な分野で
活動する女性の交流の場です。

■ 政策調整課（米原庁舎）152-6626

「まいばら女子会」
女性目線で
防災を考える

いざというときの
「公助」は10パーセント！
私たちに何ができるのか･･･

地域で支える
防災まちづくりレポート

それゆけ
防災くん！



3 public information  Maibara 2012.7.15

普
段
は
ベ
ン
チ
と
し
て
利
用
し
な
が

ら
、
災
害
時
に
は
か
ま
ど
と
し
て
も
活
用

で
き
る
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」。
製
作
過
程

を
通
じ
て
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
で
は
今
年
度
か
ら
か
ま

ど
ベ
ン
チ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
３
回
の
工
程
に
分
け
て
ベ
ン
チ

作
り
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
世
継
区
で
は
、

７
月
21
日
の
防
災
訓
練
で
、
お
披
露
目
を

兼
ね
た
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
さ
れ
ま

す
。
か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
、
そ
の
後
の
有
効

活
用
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
お
近
く
の
自
治
振
興
課
ま
で
。

6月9日、世継会館で行われたレンガ積みの作業。
能登瀬区役員の方も見学にこられ、情報交換が行
われていました。

7月2日から9月7日の期間(土・日・祝日、
お盆を除く)、電力の需給状況がひっ迫した場合
に「計画停電」が実施される可能性があります。
あらかじめ、計画停電を実施するグループと

スケジュールが決められていますので、関西電
力から各ご家庭に送付されるハガキをご確認く
ださい。詳しくは、下記の専用ダイヤルにお問
い合わせください。

節電・節水に心がけましょう！

計画停電が実施される場合

確認方法 ●関西電力ホームページ
●お知らせメール(事前登録が必要)
●お問い合わせ専用ダイヤル

お問い合わせ専用ダイヤル

電話0120-911-777（通話料無料）

当日の各時間帯の
2時間程度前までに
確定情報を公表

計画停電に備える

前日の
18時頃に
公表

市では、職員が4つの部会に分かれ、具体的な
地域防災計画の見直し作業を進めています。今回
は、「初動体制」チームの検討内容をレポートし
ます。

初動体制チームの役割は、災害が発生したとき
の職員の配備体制と災害対策本部の設置体制の見
直し、情報の収集と伝達手段の見直しです。
災害の規模に応じて、「警戒体制」から「災害警
戒本部体制」、そして「災害対策本部体制」へと順
に体制を移行することになっていますが、混乱を
きたすことなく、スムーズに必要な体制を確立す
るためにはどうすれば良いか、これまでの課題を
洗い出しながら調整を進めているところです。

また、阪神淡路大震災では、発生直後の職員の
参集率は4割程度にすぎなかったといわれていま
す。このことを教訓に、勤務時間外に震度5強以
上の地震が発生した場合は、少ない人数でも適切
に初動活動を行うための「緊急初動体制」を新た
に取り入れることも検討しています。
さらに今後は、どのような情報をどのような手

段で市民のみなさんに伝えていくかという点につ
いて、議論を深めていく予定です。

地域防災計画策定検討チーム会議

パートⅠ

初動体制チーム

お問い合わせ 市民部 防災危機管理局（近江庁舎） 1５２－６６３０ 5５２－６９３０

「
絆
で
つ
く
る
か
ま
ど
ベ
ン
チ
事
業
」

世
継
区
が
間
も
な
く

防
災
訓
練
で
お
披
露
目


